
 

 

 

 

 

 

化学療法委員会です  
 抗がん剤の曝露対策として、アイガードを導入することとなりました。しかしながら、COVID-19の影響で供

給が不安定であり、今後値上げや在庫切れのリスクは他の個人防護具と同様です。よって当面は使用場面限

定（抗がん剤に汚染されたことが明らかな物品や排泄物の処理、または薬剤師が必要時ミキシングの際に用

いる）で 10月中～の導入を目指して準備中です。改めて案内用チラシも各部署へ配布します。 
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明治、大正の時代に活躍した政治家のひとりに後藤新平がいます(もともとは医師でした)。 

彼は台湾の近代化にも尽力し、関東大震災の発生後には復興院総裁のトップとして、現在の

東京の礎を作った人物でもあります。そのほかにも内務大臣、外務大臣や東京市長などのとても重要な職業

を任された人物です。彼は死の間際に「金を残して死ぬ者は下だ。仕事を残して死ぬ者は中だ。人を残して

死ぬ者は上だ。」と言い残しました。 

お金や事業を残すよりも、次世代の担い手を残すことが最も重要だと説いています。他にも「一に人、二

に人、三に人」という言葉も残しています。次世代の担い手を育てるには、お金、忍耐、情熱、労力、時間

もかかる並大抵のことではありません。お金があるだけでは組織というものは成り立たず、組織があっても

それを動かす人材がいないと組織は動きません。 

 「人を育てる」ことの全てをこの場で書くことは困難なので、その中のほんの一例を書きたいと思います。

外科系医師の場合、内視鏡手術が無い時代では「手術を覚える」ということは、本を読むことや、手術に参

加しても手術野の殆ど見えない場所から手術野を見て、そして術者の動きを見て覚えました。いまは内視鏡

手術が全盛期です。いままで術者にしか見えないような手術野でも鮮明に見えるようになり、術者の鉗子の

動きもモニター上ではっきり見えます。また、術後に何回も動画を再生して見ることが 

可能になり、手技の向上という点では過去に無いほどに非常に役立っています。 

しかし、いつの時代になっても上級者が教えることや、経験の浅い者が質問するという 

スタンスはこれからも普遍でしょう(逆に教えられる事もありますが・・・)。

 この「教えたり、教えられたり」と云うことは、「人を育てていく」 

という見地からすると、どの職種でも当てはまると思います。 

お金はかかりません。 

これを読んで何かを感じたらそれを実行に移してください。 

抗がん剤が飛び散ることによる眼への曝露

を防止するため、使用をお願いします。 

医局長：渡辺伸和 
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